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下顎用の細いラウンド・ニッケルチタンアーチワイヤーの形態的評価
佐是奈織美
論文内容の要旨
本研究は､マルチブラケット法による矯正歯科治療の初期段階に用いる34種類の下顎用0．016イン
チ・ラウンド・ニッケルチタンアーチワイヤーの幅径を一定温度下で測定し、犬歯と臼歯との位置で
正常咳合者30名の下顎歯列弓幅径と比較した。次に、第一大臼歯部幅径でクラスター 分析を行い、3
群(Smalgroup(S)、Mediumgroup(M)、ならびにLargegroup(L)に分類した。さらに、各
群と正常咳合者の間で多重比較を行った。また、正常岐合者の下顎第一大臼歯の長径と幅径の平均値
から求めた位置にアーチワイヤーを固定したときの犬歯と小臼歯の幅径を正常咳合者の歯列弓幅径と
比較した。さらに、正常咳合者およびアーチワイヤーの3群間で幅径の多重比較を行い、以下の結論
を得た。
1．34種類のアーチワイヤーの幅径は、すべての位置で歯列弓幅径よりも有意に狭かった。
2．アーチワイヤーの幅径を歯列弓幅径と比較した結果、S群とM群では、M群の小臼歯部を除く位
置で有意に狭かった。
3．アーチワイヤーの3群間での比較では、S群の幅径は、すべての位置で他の2群よりも有意に狭
く、M群の第一大臼歯部幅径では、L群よりも有意に狭かった。
4．正常咳合者の下顎第一大臼歯の位置に固定したアーチワイヤーの幅径は、歯列弓幅径よりも犬歯
部で有意に狭く、第二小臼歯部で有意に広かった。
5．正常咳合者およびアーチワイヤー固定3群間で多重比較を行ったところ、すべての位置で有意差
は認められなかった。
論文審査の要旨
マルチブラケット法による矯正歯科治療の初期段階に用いる細いラウンド・ニッケルチタンアーチ
ワイヤーに付与されている形態的特徴については不明な点が多い。本研究は、34種類の下顎用ニッケ
ルチタンアーチワイヤーを第一大臼歯部幅径に基づいたクラスター分析で分類し、正常咳合者の下顎
歯列弓幅径と比較したものである。その結果、アーチワイヤーを3群に分類し、第一大臼歯の位置に
固定した場合のバリエーションが減少することを明らかにしている。
本研究では、日常的に使われているニッケルチタンアーチワイヤーの形態的評価が矯正歯科治療の
改善にきわめて重要な情報を与えており、歯学に寄与するところが多く、博士（歯学）の学位に値す
るものと審査する。
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最終試験の結果の要旨
佐是奈織美に対する最終試験は、主査佐藤巌教授、副査五味治徳教授、副査宮坂平
教授によって、主論文を中心とする緒事項について口頭試問が行われ、優秀な成績で合格した。
